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研究成果の概要（和文）：本研究では、オーラルヒストリー研究の手法を用いて、国民皆保険・皆年金の政策展
開について検討を行った。戦後の社会保障政策に関与した14名の厚生官僚と3名の研究者のオーラルヒストリー
記録を作成した。インタビューを通じて、社会保障の政策決定プロセスにおいて様々な政策提案がなされる経緯
および取捨選択される経緯などを検討にした。

研究成果の概要（英文）：This research investigated the policy development of the universal health 
and pension insurance systems in Japan by the oral history method. Our research team collected oral 
history interviews of the fourteen bureaucrats worked in the Health and Welfare Ministry and three 
social scientists. Through the interviews, this research analyzed the backgrounds of the social 
policy proposals and choices in the policy-making processes.

研究分野：社会政策
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１．研究開始当初の背景 
（１）政策研究におけるオーラルヒストリー
研究は特に 1990 年代後半より多くの研究成
果が生み出されてきた。またその実践として
も多くの政策領域にわたるようになってき
た。しかし、社会保障分野のオーラルヒスト
リー研究ははじまったばかりである。分担研
究者の土田も参画した『日独社会保険政策の
回顧と展望』や『国民皆保険オーラルヒスト
リー幸田正孝』等があったが、これらは座談
会や一個人の生涯を対象としたライフ・オー
ラルヒストリーといった性格が強く、「国民
皆保険・皆年金体制」の成立過程とその後の
展開の全体像を明らかにするようなもので
はなかった。そのため本研究は、社会保障全
体のオーラルヒストリーとして、初めての研
究となることを目指した。 
 
（２）日本の社会保障の特徴は、国民皆保
険・皆年金である。その基礎となった国民年
金法は 1959 年に制定され、国民健康保険法
も 1958 年に全面改正なされたものであり、
その立案に関わっている関係者もご高齢に
なってきた。オーラルヒストリーは記憶に基
づき証言を記録するものであるため、早急に
取り組む必要があった。 
 
 
２．研究の目的 
オーラルヒストリー研究の手法を用いて、
国民皆保険・皆年金体制の形成と展開に関与
した官僚・キーパーソンに対する聞き取りを
行い、政策決定プロセスで様々なビジョン・
提案が提出される経緯および取捨選択され
る経緯を具体的に明らかにする。その記録を
後世に残すとともに、この体制の形成・展
開・変容の全体像を明らかにする。これによ
り戦後日本の社会保障の歴史を再検証する
ことを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
（１）本研究が採用する方法は、オーラルヒ
ストリーである。オーラルヒストリーとは、
「聞き手と語り手の共同作業によって、後者
が経験した過去の出来事について語っても
らい、それを録音し記録に残すこと、又そう
して保存された記録」（政策研究大学院大学
ＣＯＥオーラル・政策研究プロジェクト）を
意味する。 
 オーラルヒストリーの手法には、主にライ
フ・オーラルヒストリー（厚生行政に関わっ
たキーパーソンの人生全体から聞き取りを
行う手法）、テーマ・オーラルヒストリー（特
定の政策課題に関する複数の関係者より聞
き取りを行う手法）という手法があるが、本
研究では国民皆保険・皆年金体制の形成・展
開・変容を明らかにするという観点から、テ
ーマ・オーラルヒストリーを中心的に用いた。 
 

（２）併せて、オーラルヒストリー報告書と
史資料と付き合わせた総合的検証を行う。そ
の作業によって、その証言の確かさと新規性
が明らかになる。また史資料のみならず収集
した厚生官僚追悼録との照合なども実施す
る。 
 
 
４．研究成果 
 本研究班の成果としては、まず平成 25 年
から平成 28 年の間に、18 冊のオーラルヒス
トリー報告書を公刊することができたこと
がある。国民皆保険・皆年金や社会福祉の展
開に関する議論を中心に厚生官僚 14 名（う
ち 5名は事務次官）の聞き取りを行った。加
えて、社会保障研究者についても自身の研究
歴と政策への関わりなどについて証言して
いただいた。 
厚生官僚に聞き取ったテーマには、［医療
保険］は国民皆保険の歩み、日本医師会の動
き、1982 年老人保健法の制定、医療法改正な
ど医療供給体制のあゆみ、1984 年健康保険法
改正などがあり、また［年金保険］は国民皆
年金の歩み、1973 年・1985 年年金改正など
ついて聞き取りを行うことができた。戦後の
社会保障改革についての重要な証言を得る
ことができたといえる。加えて、「福祉分野」
においても、児童手当の立案、戦後の生活保
護の歩みや環境庁の創設などについて証言
を得ることができた。今回、厚生省の政策課
題が年金・医療保険の領域のみに留まらない
ことを、ヒアリングを通して改めて実感でき
た。 
これらは政策立案過程についての証言で
あり、今回の研究によって、社会保障改革に
おける省内の役割分担、議論の様子、立案ま
でのスケジュール、政治家、関係団体の有力
者の動きなどかなり詳細なプロセスまで明
らかになったものもある。また本研究の成果
の特徴としては、福祉の専門官や社会局プロ
パー（いわゆるノンキャリ）の方々からもご
証言を頂くことができたことがある。同じ
局・課に在籍する期間も長いため、制度の歴
史や当時の現場の様子などについて幅広く
知識をお持ちであり、また時折、法令担当の
事務官と考え方などで違いもみられた。様々
な証言をつき合わせることによって、政策決
定を多元的な視点で捉えることが可能にな
るだろう。さらには聞き取りの対象者の厚生
省の在籍時期も幅広く、結果として、時期区
分としても戦後 50 年間の厚生行政を捉える
研究となった。 
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